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序

鹿児島大学埋蔵文化財調査室は，昭和60（1985）年6月1日に設置されましたが，昨年度ま

で27年間使用してきた施設名称は幕を閉じ,平成24(2012)年度4月1日,新たな施設名称「埋

蔵文化財調査センター」として再出発しました。事業は従来通り，発掘調査･試掘調査･立会調査・

普及啓発活動などを随時行なっています。

本年次報告『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報」27は,平成23(2011)年度事業報告であり，

発掘調査2件，試掘調査2件，立会調査10件，公開講座ほかその他の事業の概要が掲載されて

います。

鹿児島大学キャンパスには，後期旧石器時代から近代までの，貴重な遺跡が包蔵されているこ

とが，鹿児島大学埋蔵文化財調査室の発掘調査によって，次第に明らかにされています。今年度

もまた郡元キャンパスの調査区で，古墳時代の住居跡と水田跡が検出されました。古墳時代の集

落とそれに付随する生産遺跡の同時検出は，南九州地域では非常に貴重な例となります。過去の

調査成果については，これまでに『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報』Vol.1～26,「鹿児島大学

埋蔵文化財調査室発掘調査報告書』第1～7集として逐次報告されてきました。

現在もキャンパス内では，多くの建物の建築や周辺整備などが行われ，それに先立って必要な

埋蔵文化財調査が行われています。学内施設整備が円滑に進むよう，埋蔵文化財調査センターは

全力を尽くしております。そのほかにも､大学キャンパス内から出土する貴重な大学の財産,県民・

国民の財産としての埋蔵文化財の調査および研究を行うための体制の実現について，重ねて全学

的なご理解，ご支援をお願い申し上げます。

平成25(2013)年3月

鹿児島大学埋蔵文化財調査センター長

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員長

新田栄治



例言

1.本報告は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室（当時）が平成23(2011)年度に行なった事業の

年次報告である。したがって，内容についての施設名称や職制などは当時のものである。

2．本書に掲載している発掘・試掘調査は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室（当時）が担当した。

立会調査は，鹿児島市教育委員会が担当し，鹿児島大学埋蔵文化財調査室がこれを補助した。

3．本書の作成にあたっては,埋蔵文化財調査センターが行なった。担当者は以下のとおりである。

実測（東友子・演田綾子・赤尾和洋）

製図（新里貴之・東・漬田・赤尾・寒川朋枝）

作表（新里）執筆（新里）写真（新里）

編集（新里・寒川・中村）

4．発掘調査による遺物の保管は，埋蔵文化財調査センターの管理のもと，各学部，部局が収蔵

している（平成16/2004年施設マネージメント委員会による)。また，図面・写真・デジタ

ルデータなどの資料は，埋蔵文化財調査センターにおいて保管・管理されている。



凡例

l昭和60(1985)年6月1日の埋蔵文化財調査室（当時）設置を機として，鹿児島大学キャ

ンパス内におけるこれからの埋蔵文化財調査室に便であるように，鹿児島大学キャンパス内座

標を鹿児島大学構内遺跡（郡元団地）と脇田亀ケ原遺跡（桜ケ丘団地；旧宇宿団地）とに設定

した。その設定については以下のとおりである。

(1)郡元団地では，国土座標第2座標系(X=-158.200,Y=-42.400)を基点として，一辺

50mの方形地区割りを行なった(Fig.l参照)。
（2）桜ケ丘団地では，国土座標第2座標系(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として，一辺

50mの方形地区割りを行なった(Fig.2参照)。

2本年報におけるレベル高は，すべて海抜を表し，方位は真北方向を示す。

3士層・遺物の色調は『新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を使用した。

調に当てはまらないものについては「～に類似｣，あるいは一般的な色調で表記した。

4 遺物に関しては観察表を作成した。その表記中，復元によるサイズは（）内に記す。

5 本文中の遺物番号は，図，写真，遺物観察表などと一致している。

6 図・写真・表は，通し番号を付す。

この色
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鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会規則

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会規則

規則第32号

(趣旨）

第1条この規則は，鹿児島大学埋蔵文化財調査センター規則（平成16年規則第103号)第8条の規定
に基づき，鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会(以下「委員会」という。）に関し，必要な事項を定める。
(組織）

第2条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

(1)鹿児島大学埋蔵文化財調査センター長(以下「センター長」という。）

（2）各学部，大学院理工学研究科及び大学院医歯学総合研究科の教授，准教授又は講師のうちから選
出された者各1名

2前項第2号の委員の任期は，2年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員を生じた場合の補欠の

委員の任期は，前任者の残任期間とする。

(審議事項）

第3条委員会は，次に掲げる事項について審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）埋蔵文化財調査センターの予算に関すること。

（3）その他埋蔵文化財の業務に関すること。

(委員長）

第4条委員会に委員長を置き，第2条第1項第1号の委員をもって充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

3委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。

(議事）

第5条委員会は，委員の過半数の出席をもって成立し，議事は，出席委員の過半数をもって決し，可

否同数の場合は，議長の決するところによる。

(委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，意見を聴くことができる。

(事務）

第7条委員会に関する事務は，施設部企画課において処理する。

(雑則）

第8条この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が別に定める。

附則

この規則は，平成16年4月1日から施行する◎

附則

この規則は，平成18年4月1日から施行する。

附則

lこの規則は，平成19年4月1日から施行する。

2この規則の施行前に委員となった助教授は，その任期の満了の日まで引き続き委員とする。

附則

この規則は，平成19年11月28日から施行し，平成19年4月1日から適用する。

附則

この規則は，平成20年1月1日から施行する。

附則

1



鹿児脇大学埋蔵文化財調査センター脱iUJ

この規則は，平成21年4月1日から施行する。

附則

この規則は，平成24年4月1日から施行する。

鹿児島大学埋蔵文化財調査センター規則

規則第103号

(趣旨）

第1条この規則は，鹿児島大学学則（平成16年規則第86号）第7条第2項の規定に基づき，鹿児島

大学埋蔵文化財調査センター（以下「センター」という。）に関し，必要な事項を定める。

(目的）

第2条センターは，鹿児島大学（以下「本学」という。）の埋蔵文化財の調査に関する業務を行い，本

学内に存在する埋蔵文化財の保護対策を誰ずることを目的とする。

(業務）

第3条センターは，次の業務を行う。

(1)調査実施計画の立案

（2）発掘調査，分布調査及び確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

(職員）

第4条センターに，次の職員を置く。

(1)センター長

（2）主任

（3）その他必要な職員

(センター長）

第5条センター長は，本学の考古学に関連する教員のうちから国立大学法人鹿児島大学学内共同教育

研究施設等人事委員会（以下「委員会」という。）の意見を参考にして，学長が選考する。

2センター長は，センターの業務を掌理する。

3センター長の任期は2年とし，再任を妨げない。

4センター長に欠員を生じた場合の補欠のセンター長の任期は，前任者の残任期間とする。

(主任等）

第6条主任は，センターの職員の'I'から，特に埋蔵文化財に関する専門知識を有する者を委員会が推

薦し，学長が選考する。

2主任は，センター長の命を受けてセンターの業務を処理する。

3職員は，センターの業務に従事する。

(事務）

第7条センターに関する事務は，施設部企画課において処理する。

(雑則）

第8条この規則に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。

附則

lこの規則は，平成16年4月1日から施行する。

2この規則の施行後，最初の室長は学長が指名した者をこの規則により選考したものとみなす。

2



鹿児烏大学埋蔵文化財調査委員会・埋蔵文化財調査室

附則

この規則は，平成22年1月29日から施行する。
附則

この規則は，平成24年4月1日から施行する。

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会（平成23年4月1日現在）

委員長

委員

新田栄治（埋蔵文化財調査室室長）

本田道輝（法文学部）

竹内宏（教育学部）

笠井聖仙（理学部・理工学研究科）

吉留厚子（医学部）

山中淳之（歯学部）

白楽善則（工学部）

松元光春（農学部）

山田章二（水産学部）

小片守（医歯学総合研究科）

鹿児島大学埋蔵文化財調査室（平成23年4月1日現在）

室長（併）

主任

法文学部教授

准教授

助教

特任助教

技術補佐員

新田栄治

中村直子

新里貴之

寒川朋枝

東友子

損田綾子

赤尾和洋

3



l典賊23(2011)年度の邪業概要

I平成23（2011）年度の事業概要

平成23(2011)年度は，発掘調査2件，試掘調査2件，立会調査10件を実施した(Tab.l)。遺物整理

作業は5件，刊行物として発掘調査報告書第7集，年報26を刊行した。そのほか，遺物保管作業5件，

公開講座1件，遺跡・遺物見学の対応を2件，これまでの普及啓発活動の記録の公表1件，遺物資料貸出

1件を実施した。

そのほか，鹿児島大学構内遺跡や脇田亀ケ原遺跡が他機関によって公表された事例も掲載する。

Tab.l平成23(2011)年度事業一覧

担当者期間工事名称事案コード名飼査区

駕繭Wr
発掘2011-3桜ケ丘

試掘[2011-4郡元

“ｺ-K*K3B
’2011-A郡元

’2.Ⅲ-。“ヶ‘2011-,桜ケ丘

｜"川-『賑
l2011-G桜ケ丘

立会

2011-H郡元

：:隅：差
2011-K桜ケ丘

2011-L郡元

2011年7月6.7日，8月2～12日，9月14日～10月13日

2011年7月13日～21日

2011年11月14日～2012年3月13日

2012年1月6～26日

新里

新里

新里

寒川

附属中学校改修工事その他工事

基幹整備工事

基幹整備工事

学習支援センター建設

R～T－7～9

，．E-7.8

,.E-7.8

H･'－3．4

担当者

市教委畑杏索
工事名称 期間

2011年4月22日，5月16.19.20日．6

月3．13日．7月6日

2011年4月20日

2011年5月20日

2011年7月11日

2011年9月6日

2011年8月30日．9月6～8.14.27.29

日．10月3.5.6.8.15.25日

2011年12月5日

2011年11月14.15日

2012年1月26日

2012年2月1日

圭
口末遷
村
遜
吉
逼
吉
村

野
上
野
末
野
末
上

寒川･新里

寒川

中村

寒川

寒川

寒川･中村

寒川

新里

中村

寒川

附風中学校グランド改修その他工事

医科外来棟前外来患者用駐車渦工事･外灯設置

駐皿堀整備工事･外灯設置

総合研究博物館常設展示室散水栓股匝工事

基幹整備(エネルギー管理般備等)工事

基幹整傭(エネルギー管理股個等)工事

海洋土木工学科棟等便所改修工事

基幹整備(木質バイオマスボイラ設備)工事

難治ウイルス病態制御研究センター非常髄源幹線工事

謡盛会館外壁改修エ事

０
３

９
５
１
１
２

－
一
一
一
刑

５
３
４
３
１

Ｔ
房
も
Ｏ
Ｐ
訓
０
２

－
一
卦
到
一
一
Ｋ
訓
８
一
一１

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｊ
Ｆ
ト
Ｌ
ゞ

圭
口
圭
口

末
末

内容

桜ケ丘中央機械棟工事

桜ケ丘新病棟建騒工事

事業 担当者

中村･寒川･東･迩田･赤尾

中村･寒川･東･遁田･赤尾

事業’,コード名

’2008-’
2”9-4

遺物整理1976－1

2010-2-3

事嚢|丙魯

刊行物|霊。

洗浄･注配･実測･トレース

洗浄･注配･実測･トレース

洗浄･注記

桜ケ丘

桜ケ丘

郡元理学部2号館増築予定地(釘田第8地点)発掘鯛査 新里･寒川･東･頚田･赤尾

2010年度試掘調査 洗浄･注配･実測･トレース寒川･東･澗田･赤尾桜ケ丘

郡元･桜ケ丘2010年度立会鯛査 洗浄･注記･実測･トレース寒川･東･波田･赤尾

担当者 発行

鹿児島大学埋蔵文化財鯛査報告害第7粟

鹿児島大学埋醒文化財調査室年報26

中村･寒川･新里

寒川･中村･新里

2011年3月

2011年3月

”~|雨一一一

…一難跡一

担当者 期間

15か所

理エ:総合研究棟地下1F

理工:総合研究棟地下1F－5F

農学部共同利用棟作業堀所移動

2か所

中村･新里･寒川

新里･東･澗田･赤尾

中村

寒川･東･源田･赤尾

中村

2011年5.6月

2011年6月3～7日

2011年12月8日

2012年2月27日

2012年3月26～29日

事集内容

陸…僻……
その他|駕篭“蔓聖作蕊体験

担当者

寒川

新里

中村

期間

｢石器の作り方」

｢ヤコウガイの蓋を用いた製品について」

｢土器の作り方」

2011年7月23日

2011-1附腐中学校鯛査:附属中学校生3名

2011-3桜ケ丘鯛査:桜ケ丘東小学校生2名

中村

新里

2011年7月21日

2011年12月26日

鶴;鴎蝋蕊譲驚黛i忌舗
2011年11月30日

2011年4月19日

2011年4月1日

2011年12月13日

4



I平成23吃011))年度のﾘ業概製

Fig.l鹿児島大学構内遺跡郡元団地と脇田亀ケ原遺跡桜ケ丘団地(1/25000)
ImI士地理院鹿児島I櫛部1:25000(平成16年発行を改編）
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11発掘I淵査の概喫

Ⅱ発掘調査の概要

ここでは，平成23(2011)年度に行なわれた発掘調査2件の概要報告を掲載する。鹿児島県教育委員

会に提出したものに一部加筆・修正を行ない，編集し直している。

2011-1郡元団地R～T-7～9区（附属中学校改修工事その他工事）発掘調査

1調査にいたる経過

鹿児島大学では，平成22（2010）年10月の集中豪雨の際，郡元団地教育学部附属中学校内グランドが

冠水したため，排水能力を高めるための雨水排水改修工事が予定された。

同地点の北側には,県立医大遺跡(昭和26/1951年調査)や附属中学校敷地内遺跡(昭和38/1963年調査）

の古墳時代の円形住居跡があり,プール上屋取設工事(平成元/1989年調査)の際,住居跡の存在が確認され，

照明灯設置地点（平成6/1994年調査）では古墳時代の竪穴住居跡・土坑・ピット群，古代の土坑群，縄文

時代前期の曾畑式土器の安定的出土が認められる。体育館の増築工事（平成15/2003年調査）の際には古

墳時代の方形住居跡5軒以_上，平成21(2009)年度の校舎耐震工事のための調査では，校舎の南北で竪穴

住居跡や土坑・ピット群が確認されている。特に，郡元団地内では古代の遺構・遺物が僅少なことから，埋

戯文化財調査センターにおいては，附属中学校付近は古墳時代集落跡，古代の生活痕跡のあった地点として

注意している。このことから，今回の改修工事に先立ち，埋蔵文化財の試掘調査を行なう必要が生じた。

平成23(2011)年7月6．7日に，遺物包含層残存箇所と表土層の厚さを確認する試掘調査が行われ，

占墳時代包含層の存在を絞り込んだ。調査場所がグランドであり,体育祭などを9月前半に控えていたため，

8月と9月後半からの調査に分け，それぞれl期工，2期工とした。

2調査体制

所在地鹿児島市郡元1-20-15

調査起因附属中学校グランド改修工事

発掘主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長教授新田栄治

発掘指導員鹿児島大学埋蔵文化財調査室員助教新里貴之

管理技師国際文化財株式会社川口洋次郎(1期),中野剛(2期）

調査貝国際文化財株式会社中村祐-(1期),鳥越道臣(2期）

作業員加治屋幸雄・川越まゆみ・川俣友秀・北村浩士・桐木平雅代・久士目誠・芝田恵子・下田ま

き子・高山重光・地烏幸代・八塚干城・安永政一・山下キヨミ・脇満則（五十音順）

発掘期間平成23(2011)年7月6．7日（試掘）

平成23(2011)年8月2日～8月12日(1期工）

平成23(2011)年9月14日～10月13日(2期工）

探査期間平成23(2011)年9月12日（地中レーダー探査）

中村直子・新里・寒川朋枝（埋蔵文化財調査室)，深川祐子（鹿大4年次)，松崎大嗣（東

海大4年次)，有木仁志（鹿国大2年次）

調査面積404.3㎡

探査面積6050㎡（グランド西半部）

遺跡の現状附属中学校グランド

3調査経過

今回の調査は，鹿児島県教育委員会との協議により，グランド周辺の深い側溝の付け替えとグランド内を

縦横に走る暗渠の付け替え部が調査区となり，かつ，工事の掘削最大深度までを対象とすることになった。

試掘調査によって，工事掘削深度までに，主にグランド北西側と南東側に偏って遺物包含層が存在すること
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Ⅱ発掘調査の概要

が確かめられた。また，9月前半の附属中学校体育祭前後は，グランドを一度埋め直して整備し直す必要が

生じたため,1期工はグランド南側の側溝部を中心とし,2期工で北側側溝と暗渠部を調査することとなった。
l期工では，途切れた比較的細長い調査区となるため，調査順にルート1（東側）・ルート2（南側）と

区分した。ルートlは8月2日より重機による表土剥ぎを行なった。50cm深度であったため，ほとんどが

撹乱範囲で収まった。下部に遺物包含層が存在するかを確認するため，北側の一部を深掘りしたところ，良

好な遺物包含層とともに溝(SD1)が検出された。完掘写真と北側深掘り部を壁面写真測量し,8月5日に

終了した。ルート2も8月2日より重機による表士掘削を開始し9日まで行なわれた。表土掘削の開始さ

れる東側から，掘削ルートのクランクごとにa～d地点と便宜的に地点を区分した。基盤層である5層上

面の状況からみると,東側(a地点）の|日地形は深く,120cmの工事深度でようやく基盤層が検出されたが，

西側に行くにつれ徐々に浅くなり,d地点では表土掘削後50cmほどで削平された基盤層が検出された。a

～c地点では，古墳時代と考えられる基盤層に掘り込まれた土坑やピットが検出されたが，工事深度までの

調査であるため，遺構を完掘することができず，遺構の性格を確認できなかった。。地点では，古代の土坑

が浅い箇所で検出されたため，完掘するため,1期工の最終日8月12日まで調査を行なった。

2期工直前の9月12日は,1期工で検出された古代土坑群の拡がりを確認するため，鹿大所蔵の地中レ

ーダー探査機で調査を行なった。

2期工は9月14日から開始された。2期工もl期工に合わせて掘削順にルート名を3～10まで名づけ，

クランクのあるルート3は南側をa地点，西側をb地点とし，最も深い側溝であるルート7は西側から東

側にむかってa～d地点とした。暗渠設置部であるため浅い掘削部となったルート3～6．8～10ではル

ート5．6で遺物包含層が一部掘削されたものの，ほとんどが撹乱層の範囲内となり，9月21日までに終

了した。ルート7では，2基の竪穴住居跡のほか，多数の土坑，ピット群が検出されたため，調査の重点が

置かれた。東側（ルート7d)は，全体が撹乱を受け，遺物包含層は残っていなかった。10月13日までに

写真撮影，測量を終えて，全ての発掘調査を終了した。

4基本層位(PL1．2)

ここでは，基盤層まで調査を行なったルート2，ルート7の士層を紹介する。

南側に位置するルート2bとルート7を総合すると，基本士層として，大別して5枚の層が確認された。

l層の表土･撹乱層，2層の近代水田層，3層の近世水田層(a。bに細分).4層の古墳時代･古代包含層(a

～b層に細分)，5層の砂層基盤である。5層は基本的に無遺物層であるが，ルート7c地点では，直上に縄

文時代前期の曾畑式土器が出土することがある(pitll7・176)。また，地点ごとにやや異なる細分ができ
る箇所もある。

l層：表土ならびに鹿児島大学時代の造成士層。それ以前と考えられる水田層もブロック状に混じる。重機

により掘削。

2層：近代の水田層。今回，重機で掘削したため，遺物は少ない。黒褐色10YR3/2砂質シルト。0.5-

5cm大のパミス混じり。しまり良い。

3層：近世の水田層。今回，重機で掘削したため，遺物は少ない。遺構も少ない。

a層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～5cm大のパミス混じり。しまり良い。

b層：暗褐色10YR3/4砂質シルト。0.5～5cm大のパミス混じり。しまり良い。

4層：古墳時代一古代の遺物包含層。

a層：黒褐色10YR2/3砂質シルト。0.5～5cm大のパミス混じり。しまり良い。遺物が多い。

b層:4b層と5層の混じり士。場所によって①。②に細分される。①は低い場所に堆積している。黒褐

色10YR2/2砂質シルト。0.5～5cm大のパミス混じり。しまり良い。遺物が多い。

5層：郡元団地の基盤となっている砂層。この層の直上で古墳時代・古代の遺構が明瞭に確認できる。基本

的に人工遺物は含まれない。細分は行なっていない。にぶい黄褐色10YR4/3粗砂。脆い。
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Ⅱ発掘調査の概要

5各調査区と遺構（Fig.4．5）

本調査では，側溝幅120cm程度にも関わらず（暗渠幅は50cm),竪穴住居跡2基，溝3基，士坑31基，
ピット285基が確認されている。ほとんどが古墳時代に属すと考えられるが，近世土坑1基，古代土坑10

基も確認されている。古代の士坑群は集中する様子が確認されたが，その他の遺構に関しては，配列など有
意な情報を掴むことができない状況であった。

古代の土坑(SKI～10)はルート2dに集中している。平面規模は80～120cmの楕円形を呈し，深さ

0.5～100cmとなっている。レンズ状堆積する埋士ではなく，一気に埋められた感があった。埋土中から

は古代の土師器を主体に，鉄鎌などが出土している。古代の土坑は全ての土壌を取上げ，調査終了後，調査

ベルト部分に関してはウオーター・フローテーションし，植物遺体ほかの検出作業を行なったが思わしい成

果が出なかった。そのため，残り(1491.51)はフルイがけ(5mmメッシュ）を行ない，遺物回収をした。

また，この集中する土坑群の面的な拡がりを確認するために，グランド西半部の6000㎡余を地中レーダー

探査(Sensors&Software社製NOGGINPLUS:アンテナ250hz)した。年度末に解析が終了したが，遺構

等が確認できるような有意な結果はでなかった。

ルートl北端とルート7a・7cで確認された溝(SD1．2-3)は，幅60cmと小規模で，調査されたSD2

は，断面逆台形状で深さは20cm程度，遺物も出土しなかった。

ルート7bと7cで確認された竪穴住居跡(SI01-02)は，全形は不明であるが，方形住居と推定された。

埋士からはどちらも掘床と貼床が検出された。SI01は5層上面で検出されたため浅く，一辺は4.3m,貼床

から掘床までの深さ10cm程度である。SI02は,4b層上面から検出されかなり深く，一辺は3.8m,検出

面から貼床まで62cm,貼床から掘床までの深さが33cmである。床面に薄い炭の層が検出された。遺物は

小破片で古墳時代の土器が出土している。

古墳時代と確定できる土坑・ピットは，ルート7で検出されている。いずれも土器が埋納されたもので，

pit89は25～45cmの隅丸菱形の平面形に,43cmの深さをもつ段掘りの土坑で，東原式土器古段階の小

型壷が口縁部を打ち欠かれた状態で出土した。また，土坑(SK28)は30×35cmの楕円形状，深さ40~

43cmの土坑内に，東原式土器古段階の饗2個体(1個体はほぼ完形，もうひとつは口縁部と脚のみ),口

縁部のみの壷l個体の3個体分が出土している。平成21(2009)年度の調査も併せて，東原式土器の埋

納土坑例が増加した。

各調査区で無数のピットが検出されている。配列不明で時代を特定できるものが少ないが，検出面から考

えて概ね古墳時代におさまるものと考えられる。そのなかで,pll7．176では,5層基盤層との境界付近
で縄文時代前期の曾畑式土器が出土し，縄文時代前期の生活痕跡が平成6(1994)年調査の照明灯設置地

点から南側へやや拡大することが判明した。

6遺物

遺物は小破片がほとんどであった。古墳時代の土器を中心に，土師器，近世・近代の陶磁器，鉄器，石器

類がある。全形の窺えるのは，古墳時代東原式土器の喪・壷のほか，古代の土師器の坪，鉄器である。

7まとめ

本調査地点は，側溝や暗渠部分の調査であるために，遺構等の全体像を知ることは困難であったが，良好

に遺物包含層が存在していることが判明した。古墳時代の住居跡，溝，東原式土器の埋納土坑の存在，古代

士坑群の集中，曾畑式土器の出土など，郡元団地の古墳時代集落群，縄文時代前期・古代生活痕のなかでも

重要な位置づけとなる地点である。今回のようにグランドのような広域でみると，旧地形は起伏があり，場

所によってかなり良好な遺物包含層と遺構が残存している。附属中学校敷地内における工事に際しては，今

後も慎重な対応が必要であろう。
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Ⅱ発掘調査の柵嬰

PL.4古代土坑(SK10)出土鉄製品（東より）
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Ⅱ光Ⅲi糊代の概典

2011-3桜ケ丘団地D-E-7．8区（基幹整備工事）発掘調査

1調査にいたる経過

脇田亀ケ原遺跡桜ケ丘団地（図1)では，平成23(2011)年度に新病棟(2009年度調査）につなが

る共同溝の設置を予定している。予定地近隣では，新病棟調査（平成21/2009年度）で，後期旧石器時

代～縄文時代草創期の落し穴，小型ナイフ形石器，中央機械棟（平成20/2008年度）・*央診療棟（平成

19/2007年度）・MRI-CT棟（平成7/1995年度）などで，後期旧石器時代の細石刃や縄文時代草創期・早

期の土器･石器などが出土しており，共同溝敷設予定地においても同様の遺物が出土することが予想された。

予定地の共同溝ルートについては，大半が陸橋上の敷設で埋蔵文化財に影響はないが，一部，現・駐車場内

を掘削し，地下に埋設する計画がとられた。そのため，埋設部分の遺物包含層の有無や深さを知るために試

掘調査を行ない，本調査へむけてのデータをとることとなった。平成23(2011)年7月13日～21日に

かけて試掘調査を行なったところ，駐車場（試掘b・c)では,3mの深度でも遺物包含層に達しなかった。

駐車場から約4m下の小段となっている試掘aでは，サツマ火山灰層下にチョコ層の存在が認められた(Ill

試掘調査参照)。そのため，駐車場部分（調査区AB)では，掘削できなかった3～4m間に遺物包含層

が存在していると捉え，発掘調査を行なうこととなった。ただし遺物包含層まで掘削することになると，か

なりの深度になることから，矢板で壁面を保護してからの調査となり，鹿児島県教育委員会との協議により，

安全面と地盤強度費用の状況に鑑み，工事掘削深度までの発掘調査を行なうこととした。また，バイオマス

ボイラ埋設箇所（調査区C)も新たに調査区に加わった(Fig.6．7)。

2調査体制

所在地鹿児島市桜ケ丘8-35-1

調査起因共同溝埋設

発掘主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長教授新田栄治

発掘指導員鹿児島大学埋蔵文化財調査室員助教新里貴之

管理技師株式会社江藤建設工業徳永睦雄

調査員国際文化財株式会社長尾聡子(11/17～）・川田秀治（～2/3)

作業貝岩切ひとみ・緒方宏介・加治屋幸雄・川畠勲・上拾石キヨ子・川越まゆみ・川俣友秀・北村

浩士・桐木平雅代・久士目誠・芝田恵子・下田まき子・高山重光・安永政一・山下キヨミ・

脇満則（五十音順）

調査期間平成23(2011)年11月14日～平成24(2012)年3月14日

探査期間平成24(2012)年2月16日（地fレーダー探査）

調査面積362.34㎡

遺跡の現状駐車場・バイオマスボイラ施設

3調査経過(Fig.6．7)

試掘結果を受け，駐車場（調査区A:208.4㎡。B:81㎡）とバイオマスボイラ設置地点（調査区C:81

㎡）を発掘調査することとなった。調査区Bは，約10m深度で掘削する工事であるため，調査区A・C終

了後に行なうこととし，調査区AはH鋼・矢板設置，表土掘削までに約1カ月を要するという工事計画の

ため，調査区Cから調査することとなった（平成23/2011年11月16日～12月20日)。調査区Cの大

半は，サツマ火山灰層上部まで掘肖IJされていたので，表土からサツマ火Ill灰まで重機で除去した。その後，

チョコ層を全面調査した。12月5日には，北側追加部分の掘削が開始され,I司様に調査を行なった。チョ

コ層からは黒曜石・安山岩のチップやフレイクが出土したが，遺構は検出されていない。各遺物の出土状況

写真，測量などを行ない，調査を終了した。

調査区Aは,12月12日より表土の掘削を開始した。表土除去後，旧地形の高かったと考えられる北側

ではサツマ火山灰層が，南側では縄文時代早期屑が検出された。また，一部，桜ケ丘団地造成前の畑跡の段
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Ⅱ発掘調沓の概襲
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Fig.6トレンチ配置(1/2000)

落ち部分が検出され，そこには部分的にアカホヤ火山灰層二次堆積土も確認された。細文時代早期層では，

加栗山式･吉田式土器などが出土したが，遺構は確認されず，ほとんど樹痕や職位検転の痕跡のみであった。

これらの写真撮影，測雛などを終え，工事深度であるサツマ火山灰層除去まで行なって，調査区Aの調査

も終了した（平成24/2012年1月23日)。

調査区Bは，平成24（2012）年1月11日より表土掘削が開始された。同地区は，工事深度が10mを

越えるため，チョコ層の掘削調査も行なった。表土除去したところ，北半部に縄文時代早期層が確認され，

小段部分はサツマ火山灰層上部まで削平されていた。1月;-',!日までに縄文早期層は完掘したが，やはり樹

痕と層位横転のみで，明確な遺構は確認されていない。

2月16日に全てのサツマ火山灰層を除去し，地中レーダー探査後，チョコ層の掘削を開始した。地中レ

ーダーにはいくつかの反応がみられたものの，発掘によれば若干の士層の落ち込みに反応したものであると

考えられた。ここでは，チップやフレイクもほとんど確認されなかったことから，時間の関係上，中央部の

みを掘削し，3月13日，全体・壁面写真を撮影・測量し，発掘調査を終了した。

調査期間の12月26日には，新聞記事をみた桜ケ丘東小学校の小学生2名が現場を訪れ，遺跡の概要説

明や，遺物の見学，遺物洗浄の体験を行なった(VIIIその他の事業参照)。
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Ⅱ発掘調査の概要
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Ⅱ発掘調査の概要

4基本層序(PL.12．13)

原地形は北側が高く，南側に低い。縄文時代後期～古代の遺物包含層（クロボク士）は削平されており，
今回検出されなかった。

l層：撹乱・盛土。

2層:桜ケ丘団地造成直前の旧耕作土。黒褐色10YR3/2砂質シルト。0.5～1cm大のオレンジパミスまじり．

底面に鉄分を多く含む。造成時の填圧のためか，かなり堅く締まっている。

3層:褐色10YR4/4シルト｡0.5～2cm大のオレンジパミスまじり。締まり良い｡アカホヤ火山灰二次堆積｣主
遺物包含層。

4層:黒褐色10YR2/2砂質シルト｡0.5～5cm大のオレンジパミスまじり(多)｡縄文時代早期層｡遺物包含層‘

5層：全体的には褐色10YR4/4を呈する。サツマ火山灰。無遺物層。0.5～5cm大のパミスと砂，シルト

が互層をなしている。

6層：いわゆるチョコ層。粘質。a～d層に細分される。遺物包含層。

a層：黒褐色10YR2/2シルト。粘性強い。チョコ層の中でも最も堅くなる。

b層：暗褐色10YR3/3シルト。粘性やや強い。6a層よりも柔らかい。

c層：にぶい黄褐色10YR4/3シルト。粘性強い。サラサラした感触。

。層：黒褐色10YR2/3シルト。粘性かなり強い。チョコ層のなかで最も水分を多く含む。

7層：いわゆるシラス。無遺物層。

a層：褐色10YR4/4シルト。0.1～2cm大の明褐色7.5YR5/8パミス粒を少量含む。かなり締りがよく，

粘性が弱い。

b層：褐色10YR4/4シルトに0.1～3cm大の明褐色7.5YR5/8パミス粒が集中して含まれる層。部分

的にパミスが消失する部分もある。桜島起源のP17に相当する。かなり締りがよく，粘性が弱い。

c層：褐色10YR4/4シルト。0.1～1cm大の明褐色7.5YR5/8と0.5～3cm大の明黄褐色2.5Y6/6̂

ミス粒を少量含む。締りがよく，粘性が弱い。

5遺構

試掘トレンチ，調査区ともに明確な遺構は検出されなかった。

調査区Aでは，表土除去後，桜ケ丘団地造成直前の畑跡や芋穴が検出されている。畑跡の段落ちは，

成前の図面と合致している。

縄文時代早期層掘削中やサツマ火山灰層上面では，樹痕や層位横転(PL.14)が検出された。

造

6遺物

遺物は，縄文時代では早期の前平式･加栗山式･吉田式土器のほか，多量の円喋が出土している(PL.15)。

調査区Aでは吉田式土器が目立ち,これまでの桜ケ丘団地の前平式土器主体の状況と若干趣を異にしている。

後期旧石器時代～縄文草創期のチョコ層では，黒曜石や安山岩製のチップやフレイクが出土しているが

(PL.16・17),桜ケ丘団地でも標高の高い調査区Cに多い。

7まとめ

今回の調査地点の遺物の包蔵状況は比較的良好であり，工事の際には慎重な対応が必要である。今回は，

埋蔵文化財調査室でこれまでに行なったことのない，矢板を設置しての深部の調査であった。盛土が3m以

上もあることは試掘調査前には予想されていなかった場所であった。

これまでの調査状況から考えて，桜ケ丘団地では，縄文時代早期でも地点ごとに年代の異なる遺物を包蔵

した遺物包含層が残っていると考えられることから，今後，団地内の深部を掘削する場合，このような矢板

工法を行なって発掘調査すべきであると考えられる。
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Ⅱ発掘調査の概要

PL11調査区c(北より）PL.10調査区A・B遠景（南より）
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H1試掘調査

Ⅲ試掘調査

ここでは，平成23（2009）年度に行なわれた試掘調査2件の正式報告を行なう。鹿児島県教育委員会
に提出した発掘調査概要報告書に一部加筆修正し，編集し直した。

2011-2桜ケ丘団地，。E-7.8区（基幹整備工事）試掘調査

1調査にいたる経過

鹿児島大学構内遺跡桜ケ丘団地（図1)では，平成23(2011)年度，新病棟(2009年度調査）につ

ながる共同溝の造営を予定している。予定地近隣では，新病棟調査（平成21/2009年度）で，後期旧石
器時代～縄文時代草創期の落し穴，ナイフ形石器，中央機械棟（平成20/2008年度）・中央診療棟（平成

19/2007年度）・MRI-CT棟（平成7/1995年度）などで，後期旧石器時代の細石刃や縄文時代草創期・早

期の土器･石器などが出土しており，共同溝敷設予定地においても同様の遺物が出土することが予想された。

予定地の共同溝ルートについては，大半が陸橋上の敷設で埋蔵文化財に影響はないが，一部，現・駐車場内

を掘削し，地下に埋設する計画がとられた。そのため，埋設部分の遺物包含層の有無や深さを知るために試

掘調査を行ない，本調査へむけての土層データをとることとなった。平成23(2011)年7月13日～21

日にかけて試掘調査を行なったところ,駐車場（試掘b･c)では,3mの深度でも遺物包含層に達しなかった。

駐車場から約4m下の小段となっている試掘aでは，サツマ火山灰層下にチョコ層の存在が認められた。そ

のため，駐車場部分（試掘b)では，掘削できなかった標高3～4m間に遺物包含層が存在していると捉え，

後日，発掘調査を行なうことに決定した。

2調査体制

所在地鹿児島市桜ケ丘8-35-1

調査起因共同溝埋設予定地の試掘調査

発掘主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長教授新田栄治

発掘指導員鹿児島大学埋蔵文化財調査室員助教新里貴之

管理技師国際文化財株式会社川村稔

調査員国際文化財株式会社川田秀治

作業員加治屋幸雄・川俣友秀・久士目誠・高山重光・安永政一・脇満則（五十音順）

発掘期間平成23年7月13日～7月21日

調査面積16㎡

遺跡の現状駐車場・道路脇

3調査経過(Fig.6)
調査地点を2×2m規模の4箇所とした。試掘aは駐車場小段部分，試掘b・cは駐車場，試掘dは道路

脇部分である。平成23(2011)年7月13日より開始した。

試掘b・cは，重機で2mまで掘削したが，遺物包含層に達せず，盛土であることが判明した。そこで，

重機によって，さらに深度3mまで掘削して確認したが，盛土のままであった。

試掘aは駐車場のスロープがあって重機が入らないため，人力による掘削を行なったところ，表土下にサ

ツマ火山灰上面が確認されたため，これを人力で除去した。地表下2.1mでチョコ層が確認され，写真撮影・

写真測量を行ない，調査を終了した。

試掘bの結果から駐車場から3m深度までは盛土であること，駐車場から4m下の小段に位置する試掘a

からサツマ火山灰層の上面が検出されていることから，3～4m深度に縄文時代の遺物包含層が残存してい

ることが予想された。

試掘dは道路脇の崖にむかう傾斜地であるので，2．7×1.5mのトレンチとした。ここでは，旧耕作土が
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Ⅲ試掘,淵介

]'盛く堆積し,2m下にアカホヤ層が確認された。写真撮影・写真測量を行ない，全ての調査トレンチを埋め
促して調査を終了した（7月21日)。

4層序と各トレンチの状況(Fig.8)

原地形は北側が高く,南側に低い。縄文時代後期～古代の遺物包含層(基本土層2層)と縄文時代早期層(基

本土層4層）は削平されており，今回検出されなかった。

＜試掘a>

la層：桜ケ丘団地造成時の撹乱・盛土。

5層：サツマ火山灰。無遺物層。

a層：黄褐色10YR5/6パミス。0.5～5cm大。脆い。

b層：燈色7.5YR6/6粗砂。かなり堅い。

c層：明楕色7.5YR5/8粗砂をベースに,0.5～20cm大のパミスまじり。かなりI脆い。

。層：明横色7.5YR5/8シルトに0.5～10cm大のパミスがまじる。しまり良い。

e層：明楕色7.5YR5/8粗砂をベースに,0.1～0.5cm大のパミスまじり。脆い。

f層：明燈色7.5YR5/8シルト。0.5～5cm大のパミスまじり。しまり良い。

g層：明燈色7.5YR5/8粗砂をベースに,0.1～0.5cm大のパミスまじり。脆い。
h層：明楕色7.5YR5/8シルト。0.5～5cm大のパミスまじり。しまり良い。
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Ⅲ試掘洲奇

i層：燈色7.5YR6/8パミス。0.5～5cm大のパミスがびっしりと重なる。かなり脆い。

j層：横色7.5YR6/8粗砂。0.5cm大のパミスまじり。かなり脆い。

6層：チョコ屑。遺物包含届。今回は掘削していない。

＜試掘d>

la層：表土・腐食土。

il)層：表土・腐食土層に類似するが，やや締まりが良い。

lei:桜ケ丘団地造成直前の旧耕作士。黒褐色10YR3/2砂質シルト。0.5～1cm大のオレンジパミス

まじり。造成時の填圧のためか，かなり堅く締まっている。土器小破片が少量得られた。

3層：褐色10YR4/4シルト。D.f)～2cm大のオレンジパミスまじり。締まり良い。アカホヤ火山灰二次

堆積土。遺物が少量得られた。

5遺椛・遺物(Fig.9,PL.18.Tab.4)
今回の試掘調査では，遺構は確認されなかった。

遺物としては.bトレンチ撹乱層(1層）下部でビニールパイプなどとともに，土器小破片が2点得られ

ている。焼成・胎土などから弥生時代～古墳時代の土器と推察される。

dトレンチでは.1c層より土器小破片4点.3層より1点が得られている。1c層の土器はいずれも無文

小破片で，焼成・胎土などから弥生時代～古墳時代の土器と推察される。3層より得られた1点は，三角突

帯をもつ破片で，外而に横位の，内面に縦位のミガキを施している。弥生時代の壷と思われる。外而方向に

反っており，器而が歪んでいた可能性がある。今回は確認されなかったが，本来3屑の上部に存在したで

あろうクロボク土からの混入であると考えられる。

一
一

空

一

一

一二

1

0 10cm

1

PU8試掘dトレンチ出十十器Fig.9試掘dトレンチ出土土器(1/3)

6まとめ

今回の試掘調査では，2×2mの調査範囲で行なっていたが，予想以上に盛土深く，包含層の存在を明ら

かにし得なかった箇所が多い（試掘b・c)。

試掘aではサツマ火山灰層とチョコ層が良好に残っており，このことから試掘bでは試掘深度の及ばな

かった部分に遺物包含層が残存している可能性はある。

。トレンチは包含層の残存状況は比較的良好であり，工事の際には'慎重な対応が必要である。

※共同溝の支柱埋め込み部分となる試掘dトレンチ部分は，試掘洲査を経て，鉄柱をそのまま埋め込み表土雌|川内で

フーチングを施す工法で支柱とすることになり，発掘調査は行なわないこととなった。
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Ⅲ試掘調査

PL20試掘a南壁PL.l9試掘a(東より）
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Ⅲ試Mli淵杏

2011-4郡元団地H･1-3．4区（学習支援センター建設）試掘調査

l調査にいたる経緯

鹿児島大学では，郡元団地内において学習交流プラザ建設のための整備工事が予定された。工事地点は，
鹿児島大学構内遺跡郡元団地中央部東側に位置し，周辺からは過去の調査によって縄文時代中期～近世にい
たる複数の包含層が確認されている。工事地点南側には古墳時代の住居跡が密集しており，当該期の集落の

中心部であると推定される。また，工事地点北側は旧河道にあたると推定され，本河道西側からは弥生時代
から古墳時代の3ケ所の井堰跡や大量の土器などが出土している。

今回の工事では，現有建物を解体後，校舎を改築する予定となっており，校舎部分は発掘調査が適切と思

われるが，発掘が必要となる地点の周囲は住居跡と旧河道推定地両方を含むため，調査すべき包含層の深さ

等が調査区内で大きな差が生じると予想される。発掘調査の工程や発掘調査費積算についても影響がでると

思われるので，発掘調査に先立って工事地点の包含層の状況を確認するため試掘調査を行うこととなった。

ン一一～土。
。

Ｉ I
中央食堂

受，

0 2公-〃○理学部

庄仰9｡砥:

ロ
ロ

■2トレン

□ 面

ーー

》
雨 100m

□
ロ

-a一／、
q

法文学部

中央図書館

こつ

= 一一 0今一つ一一戸

1

一 一一一

Fig.10トレンチ配置(1/2000)

2調査体制

所在地鹿児島市郡元1-21-24

調査起因2011-4学習交流プラザ建設に伴う試掘調査

発掘主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長教授新田栄治

調査指導員鹿児島大学埋蔵文化財調査室員特･任助教寒川朋枝
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管理技士

調査員

作業員

発掘期間

調査面積

遺跡の現状

II],1ﾙis綱杏

大福コンサルタント株式会社阿久根芳徳

大福コンサルタント株式会社重富康宏

石谷美智子・岩戸和子・鹿倉征治・末吉幸子・末吉つや子・松下郁美・水迫久夫・行野良子・

脇秋江・脇春教

平成24(2012)年1月6日～1月26日

約50㎡

通路

3調査の経過

これまでの調査では，本調査エリアの南側で住居跡群，西側では旧河道が確認されているため，試掘調査

はコープガイド西側のlトレンチと大学会館3号館南側の2トレンチの2ケ所にトレンチを設定して状況

を確認することとした。この2地点は新設校舎建設範囲内に該当する。試掘トレンチが河道にあたった場合，

地表下4mまで包含層が達する可能性があるため，トレンチは5m四方を設定し，土壌の状況を確認しなが

ら安全確保のため小段を設定して掘り下げることとした。

調査は1月6日よりlトレンチから着手した｡舗装部分をカッティングし,重機で表土を掘肖IJした｡その際，

地表下約20cmで調査区北側に土管と西側にコンクリート柵が検出された。この上管とコンクリート研の下

層は包含層が残存している状況であったが，トレンチの端であったため今回の試掘では撤去せずに残して他

の部分を人力で掘り下げていくこととした。調査は,新しい層の上面もしくは遺構が確認された段階で写真・

測量等の記録を行いながら掘削を行った。遺構は，3層上面で畝・溝跡,4b層内で小ピット,5a層上面

では浅い溝,5b層上面では足跡の可能性のある浅い凹みが認められた。5a・5b・5c層の各上面には浅

い凹凸や層の乱れがみられ，水田層としての使用をうかがわせる。5c層では5基のピットと深さ約60cm

の溝が検出され，ピットは半裁・完掘して記録をとった。溝については完掘し記録をとったが溝部分は検出

面から残してその周囲を掘り下げることとした。lトレンチは1.7mを壁面垂直に掘り下げた後，下層確認

のためトレンチ中央部にl×1mの深掘り小トレンチを設定して川砂が検出されるまで掘り下げた。lトレ

ンチの掘削最深は地表下約2.5mとなった。

そして,1トレンチがほぼ砂層まで掘り上がった1月20日より2トレンチの調査に着手した。インター

ロツキングを撤去し，2層上面まで重機により掘削した。遺構は,4a層内で3層土を埋土とする小ピット

を多数検出した。また,5a・5b屑上面では浅いI'ill"!など層の乱れが認められ,1トレンチ同様水田面と

しての利用が想定される。また,5b届上面でもトレンチ北西隅に満が2条検出されたが，検出面での記録

のみを行い，本試掘では掘削せずに満周辺部は残して掘り下げることとした。2トレンチは4d層中位（地

表下約135cm)で全面掘削を止め，中央部にl×1mの小トレンチを設定して~ド位層の確認を行い，粗い

川砂が認められる面で掘削を終了した。2トレンチの最深部は約2．1mとなった。なお，両トレンチとも出

土した淵lllかい遺物については層ごとに一括でとりあげ，大きめの遺物については光波測量器によって座標を

記録して取り上げた。1月26日に2トレンチの調査も終了し,1月31日に遺構を保護しながら埋め戻し

を行い，周囲の清掃作業・撤収を行って調査を終]'した。

4堆本層位(Fig.l1．12)

トレンチによって層位堆積状況が異なるため，トレンチ毎に示す。各トレンチ内においても壁面毎で堆積

状況がやや異なっているが,1トレンチは東壁,2トレンチは南雌を基準に示す。
lトレンチ

l層：表土・撹乱。

2層：にぶい黄楕色10YR6/3シルト。白色小パミスまじり，堅くしまる。

3層：黄楕色10YR7/8シルト。fi色小パミスまじり。硬くしまる。上面で畝跡・溝状遺構(SD1)検出。
4a層：にぶい黄楕色10YR6/4砂質シルト。白色小パミスまじり，マンガン浸透。
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Ⅲ試掘調査
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4aR:褐灰色10YR6/1シルト。パミス少迅混じり。

4cR:灰白色10YR7/1ベースににぶい黄褐色10YR5/3ブロック、灰白色10YR8/1細砂混じり。撹祥状態。
5aR:5aをブロック状に含むにぶい黄橿色10YR6/3シルト。
5aR:灰黄褐色10YR6/2シルト。

a:灰白色10YR7/1細砂。

b:褐灰色10YR6/1シルト。粗砂混じり。

c:褐灰色10YR5/1シルト。軽石磯混じり。

d:灰白色10YR8/1細砂、黒色10YR2/1シルト、

パミス混じり。

遺栂埋土

SD1:4a①に同じ。

SD2:5a②に白砂が混じる。

SD3:①褐灰色10YR6/1シルト。

②にぶい黄樟色10YR6/3細砂。

③褐色10YR4/4シルト。

④褐灰色10YR6/1シルト質細砂。
⑤にぶい黄橿色10YR6/3粗砂。

PI:黒褐色7.5YR3/1、にぶい黄橿色10YR7/3、明黄褐色10YR7/6シルトがブロック状に混じる。
粘性強い。

P2:P1と同じ

P3:灰黄褐色10YR6/2シルトベースに、明黄褐色10YR7/6シルトがブロックで混じる。白色小
バミスわずかに混じる。粘性強い。

P4:にぶい黄檀色10YR7/2シルト。粘性強い。鉄分含む。

Fig.l11トレンチ(1/80)

25



Ⅲ賊ﾙli,淵介

4b層：にぶい黄檀色10YR7/4砂質シルト。粗砂混む。白色パミスまじり0牒石水平堆植層があり，川砂

も部分的にまじる)。マンガン浸透。中届で小ピット検出。

4c層：にぶい黄燈色10YR7/3砂質シルト。部分的に砂層（川砂）が薄く堆職。

5a層：にぶい黄褐色10YR5/4砂質シルト。マンガンやや浸透。

5a層上部には部分的に凹凸がみられ，細砂と5a層がブロック状に混ざった届（灰黄褐色10YR6/2

シルト質砂層）が凹みに部分的に堆積しており（足跡？北壁では2枚の堆枝層有り)，上面で浅い溝

状遺構(SD2)検出された。

5b層：褐色10YR4/4シルト。マンガンやや浸透。

5b層上面も部分的に凹凸がみられ,1=1色細砂が凹みに堆職する（足跡？)。5b層下部(5c層上

面）も凹凸がみられ,5b･c層と白褐色粘質土がブロック状に混ざり凹みに薄く堆砿しており，水田

層の可能‘性がある（特にトレンチ北東隅)。

5c層：暗褐色10YR3/4シルト層粘質シルト。上面でピット・溝状遺構(SD3)検出。

5d層：にぶい黄褐色10YR5/3シルト層粘質シルト。トレンチ東北隅では灰白色10YR8/2細砂層になり堆

積も厚くなる。

5e層：黒褐色10YR2/3シルト。細砂層が部分的に認められ，下届はわずかにパミス含む。

6a層：明黄褐色10YR7/3細砂。黄・A色パミス混，上面は凹凸が認められる。

6b層：灰黄色2.5YR6/2粗砂。6層はl×1mで深掘り,6b屑を40cm掘り下げて終了。

2トレンチ

l層：表土・撹乱。

2層：にぶい黄燈色10YR6/3シルト。白色小パミスまじり。堅くしまる。

3層：明黄褐色10YR6/8シルトー細砂。A色小パミスまじり。堅くしまる。

4a層：にぶい黄褐色10YR5/3シルト層粘質シルト。ri色パミスまじり（約15%密度)◎堅くしまる。

4b層：灰黄褐色10YR5/2シルトー細砂。l皇l色パミス少越まじり。マンガン浸透。

5a層：にぶい黄褐色10YR4/3シルト。灰白色10YR7/2がブロック状にまじる。

5b層：灰黄褐色10YR4/2シルト。にぶい黄椅色10YR6/3がブロヅク状にまじる。上層で満状遺構(SD4)

とピットを検出。

5c層：黒褐色10YR2/3シルト～砂。下部には白色パミス（最大5cmほど）まじり。

6a層：明黄褐色2.5YR6/6細砂・粗砂(6a層より75cm深掘り)。

6b層：灰白色10YR8/1粗砂。

6c層：灰白色10YR8/1粗砂。

5遺構（Figl1．12）

lトレンチでは3層上面にて北西方向に5本の畝跡とそれにほぼ直交する南南西方向の浅い溝を検出し

た。そして,4b層内にて径5～10cmで黄褐色シルト質土を埋土とする小ピットを約30ケほど検出した。

性格は詳細な検討が必要であるが，稲株痕の可能性がある。小ピット検出面よりやや下の4b下層では軽石

や粗砂がトレンチの南西一北東方向にまとまって検出される面があり，ある時期に一定方1句の水流が生じた

ことが想定される。小ピットの集中地点は軽石の集中する地点と異なっており，該期の水田面地形を示して

いる。

5a層上面では，トレンチ南側の東西方向とトレンチ北東|偶に鼎Ill砂と5a層を埋土とする満状遺構が検出

されたが，底面は凹凸が認められ深さは深いところでも約10cmほどであった。5b層上面では，円細砂が

部分的に浅いくぼみに堆積するように認められ，形状は明瞭ではないが足跡痕の可能性がある。また,5c

層の上面は士層の断面から凹凸がみられることが確認でき，厚さl～2cmほどの粘土質の撹枠された層が

薄く凹み部に堆積している。5a・5b・5c各層のI皇而のI'il凸は，ある時期にその面が水田屑として使用・

撹枠されていたと考えられる。また,5c届上jfiiでは5蕊のピットと深さ約60cmの満が北北東方向に検出
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、1，

深掘りトレンチ

口”
、
P6-

塁魚”
P11 一

ー 1TRScM

一

5a層

ー 一

＝＞

5cm

SD4SD4

撹乱

L§蝿 蟻

02m
トー一一一一一1－1

西壁

ｮ屑SD4

東壁

亙二蝿

遇柵埋土

ピット①:黒褐色10YR3/2シルト。

②:灰黄褐色10YR5/2シルト。

a:にぶい橿色5YR6/3シルト、明褐灰色7.5YR7/2シルト混じり。部分的に粗砂混じり。0.5～3cm大のパミス20%混じり。
SD4:にぶい黄桓色10YR7/2細砂に4b層類似ブロック混じり。パミス混じり。

P5:捜色7.5YR6/6シルト。極小パミス混じり。

P6:授色7.5YR6/6シルトベースに、茶褐色・灰色シルト小ブロック混じり。

P7:にぶい黄授色10YR7/2シルト。パミス・鉄分混じり。

P8:上部；褐色7.5YR4/4シルト。鉄分浸透、撞色7.5YR7/3バミス混じり。粘性強い・

下部；にぶい褐色7.5YR5/3シルトベースに、上部の土が混じる。

P9:明褐灰色7.5YR7/2シルト。鉄分浸透。

P10:P8上部士層と類似。

P11:褐色7.5YR4/4シルト。鉄分の浸透多い・

P12:褐色7.5YR4/4シルト。にぶい赤褐色5YR5/4シルト混じり。鉄分の浸透多い。

P13:褐色7.5YR4/4シルト。明黄褐色10YR6/8細砂混じり。

※P6-9は足跡か？

Fig.l22トレンチ(1/80)
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Ⅲ試掘’淵介

されている。

2トレンチはlトレンチに比べ堆積層位も少なく砂層までも浅い。4a層上面付近では3層の黄褐色層を

埋土とする径約5cm・深さ10cmほどの小円形の凹みが認められた。5a層上面と5b層上面には凹凸が認

められ，凹みに灰白色細砂が堆積しており足跡の可能性も考えられる。5b層上面では2トレンチ北西隅に

溝が2条検出された。また,5b層上面より5cmほど掘り下げたレベルで10基のピットが2トレンチ東

側に検出された。

6遺物(Tab.2～4,PL.27,Fig.13)

遺物はlトレンチより2トレンチの方がｲII対的に多く出土しているが,1．2トレンチ合わせて遺物量

はコンテナ（60×40×15cm)

l箱の出土品であり，大半が小片Tab.21トレンチ遺物出土状況

であった。 成川式

成川式土器が主に出土している…|鯉'Ⅲ:"ざふWlw州I職擦上側総|蛎僻mが，そのほか少量の縄文土器や弥
’二一4m；：~訓i：L

椎土器，土師器・近世薩摩焼・黒'”

曜石片などが出土している。Ic1(丹）l36l

lトレンチでは4層より土師器馴鰹：!'':

蝋熊蝋:職望5(''̂'̂雲44窒苛重；
5層からは黒曜石片も多く出土し

ており，純文時代の土器と関わる可能性がある。

Fig.13-2-3は,4c層で出土した土師器坪'二I縁部であり，内外面に丁寧な横位のナデあるいは回転ナデが

施される。2は混和材が目立ち，3は目立たない。

4～9は成川式土器である。4は増の'二I縁部で口径が小さくなる。内外面は丁寧にナデられる。5．6は

壷の突帯部分と考えられる。丁寧なナデが施されるが，6は外面にハケメが残る。4．5は5a層,6は5b

層出土。7～9は5b層から出土し.7は東原式の饗の口縁部と考えられる。口唇部を平坦に面取りし，内

外面は丁寧な横ナデを施す。指頭痕が消え切っていない。8は喪の中空脚である。外面は横位の，内面には

縦位の工具痕が残る。薄手で接地面に向かって先細りをする特徴などから，中津野式～東原式の饗であると

考えられる。9は幅2cmほどの断面台形の突帯で，壷になると考えられる。刻みは工具の小口で，器面に

対して斜位に連続して施される。

10は5c層で出土した純文時代晩期頃の土器の底部と考えられる資料である。やや上げ底状で，外底面

にミガキを施し，内底面は立ち上がり部に擦痕がみられる。

2トレンチでは,3層から薩摩焼が出土する。4a層ではあるレベルで土器小破片が集中して出土している。

この出土状況から想定すると，南側に隣接する総合研究棟の調査で検出されている，笹貫式の新しい段階に

該当する遺物集積遺構の周縁部にあたる可能性がある。

Tab.32トレンチ遺物出土状況

ルビ川式

胴一蝿識耐川職｡州一突柵
3'1突幣胴脚’’口脚胴庇’’突幣剣ii締細

り~順に:_‘J1-f1,'洲
筆I＝r－

丹塗沈練雌'獅鰐嬢摩焼樹燃
柵広文胴I:器
，123，’11

他|伽_に

紳
言
一
ｊ
い
‐
‐

卿
利
一
一
１
１
‐
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Ⅲ試掘調査

2トレンチの図化可能な遺物は全て成川式土器である。11は笹貫式饗の口縁部と考えられ，やや内湾す

る口縁部形状であり，口唇部の余った粘土を外側へ雑に貼りつけている。外面は斜位のヘラナデ調整後，横

位のナデを施す。外面に煮沸痕がみられる。内面は斜位のナデが一部にみられる。12は喪の中空脚でしっ

W 寮衝グロ塚ノ弓
2

l理蝿誼馨唾”癖
、

！

5

創八
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雨I寵
11
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15

Fig.l32011-4出土遺物(1/3)
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Ⅲ試掘調査
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Ⅲ試掘調査

かりした厚みをもつ。外面は横位のへラナデ調整後，横位にナデ消す。13は大壷の幅広突帯である。破損

が著しく，突帯上に施された三条の沈線文のみ確認される。14は一条突帯の壷と考えられる。胴部に斜位

のハケ調整後，突帯を貼り付けている。15は高坪の口縁部と考えられるもので，外面丹塗りである。11-
15は4b層出土である。

16は5a層出土の土器で，壷か財の口縁部であり，内外面に横位のナデが施される。

7まとめ

2ケ所の試掘結果からは，古墳時代集落域の拡がりは確認できなかったものの，何度も水田や田畑として

利用されてきた生産遺跡地点であると考えられた。ただし，水田層の重なりが複数あり検出が困難な場合が

あること，また近接するトレンチではあったが層の堆積状況や深度は大きく異なっている点などは本調査の

際は注意が必要である。

また，本試掘地点の西側にあたる地点も新営校舎建設予定地となっており，旧河道跡が残存している可能

性が高い。工事の際には慎重な対応が必要である。

Tab.42011-2.2011-4遺物観察

調鍍

内
、o・コード刑地点肘位時期Ni別･fW式器樋部位 色調 備考

外

外:黒褐lOYR3/l･内:にぶい黄侭器面の縦み？突僻横ﾐガキ縦ミガキ
lOYR6/‘1

12011-2拭脱d3弥生l:器 壷

揃ナデ,指頭痕横ナデ外:椎7.5YR7/6,1ﾉｻ:椎5YR7/64c古代－1:師器

怖
怖

川
川
一
Ⅱ
｜
突
一
突

⑨
。
｜
⑪
．

坪
一
坪
一
端
一
壷
壷

11､I（

1'1.R

22011－4

外:燈色7.5Ⅵ《7/6,内:俺2.5YR6/8に

馴似
回転ナデInI棒ナデ

ーノ･デ－－子デ

4c古代士hii器32011－‘1

内外:にぶい栂7.5Ⅵ《7/I古埴 成川式

成川式

lTR5a

lTR5a

､12011－‘1

外倉浅黄栂lOYR8/3.灰鋤8

1m'R6/2,内:没出椛lOYR8/,1
ナデナデ古城52011－‘1

外§侭5YR6/6に顛似｡にぶい樋

7.5YR7/3,内:灰m0YR8/2
上:斜ハケ,下：ナデ
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62011-‘1r『R5b古城成川式

横ナデ横．j･デ
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lOYR7/3,内:にぶい樋7.5Y6/4

-●f

i瞳占峨成川式

,,．R5c縄文晩lUI？鉢？庇ミガキ横へﾗナデ外:暗灰N3/･灰此2‘5YI《6/2,内:にぶ上げ庇,庇慌(5c別,）
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132()11－．12TR化古域成川式大壷輔広突僻ナデナデ？

外:にぶい蛍柵10Ⅵ《7/3･I犬戯渦
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’62011-割I2TR5a古城成川式識か鮒11甑ナデ願ｰﾃﾞ
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Ⅲ試掘調査

PL.281トレンチ東壁

塞霊

一
■
』

慨

』Ｉ
弓

藤
堂
鐸
．

、型
､

9

詞
：
」

甜
丞
も
－
１

Ｐ
毎
口
画
飼
Ｌ

▼騨
雪

宮
院
豚
干
轡
画

β■

一町や■⑧

ヂエ

=一言二二_脅淫塞ぎと－＝‐－－．”賃』ji
巳

q弓

‐ G『
、

PL.291トレンチ3層上面畝・SD1検出（東より） PL.301トレンチ5a層上面SD2検出（西より）

#鰯ユ

~戸

会竺］凸．

1 兆、（
PL.311トレンチ5a・5b層堆積状況 PL.321トレンチ5a層上面足跡？検出

32
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出鐘壌学愛一を汎L－
PL331トレンチ5c層上面SD3完掘（北より） PL､341トレンチ北肇士層
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IV立会調査

Ⅳ立会調査(2011-A～L)

平成23(2011)年度は，郡元団地内で5件，桜ケ丘団地内で5件，計10件の立会調査を実施した。国

立大学法人化以後，調査は鹿児島市教育委員会が担当することになっており，埋蔵文化財調査センターがオ

ブザーバーとして立会う。ガス縮れや漏水などの緊急時や，双方の日程の都合のつかない場合は，埋蔵文化

財調査センター単独で調査を行なっている。以下にその概要を記す。なお，遺物に関しての詳細は.Tab.7

の観察表を参照されたい。

2011-A

調査地点

調査期間

調査担当

ｰ一

h

附属中学校グランド改修その他工事(Fig.2．14～16,Tab､5-7)

郡元団地R～T-5～9区

2011年4月22日，5月16．li)．20日,6月3．13日.7月6II

鹿児島市教育委員会野遁盛雅・末吉広海

埋蔵文化財調査室寒川朋枝・新里貴之

Fig.142011-A調査地点(1/2000)

/ソ

I

50m

0

教育学部附属中学校において，グランドの排水機能を高めるため，排水配管工事を主体とした掘削が行な

われたが(2011-1附属中学校改修工事その他工事に伴う発掘調査).附属小学校においてもそれに付随し

た工事が行われた。その掘削ルートに沿って，22か所で調査を行なった。

A路線では，既設トラフ倣去後,1～3地点を地表下100～120cmまで掘削したが，遺物包含/flは検出
されなかった。ただし,1地点の掘削部底伽（地表下llGrm)

で地山と包含層と思われる黒色士が一部で確認された。 Tab.52011-A遺物出土状況

B路線a地点は掘削深度160cm,c地点は120cm.d地点は

45cmまで撹乱されていた。b地点は掘削深度135cmであった

が，地表下45cmから良好な状態の古墳時代の包含層(2M)

が確認され，その下部で6点の遺物が出土した。

そのうちの1点は古墳時代前期の東原式土器の護口縁部であ

り，肩部に一条の横位突帯を巡らす。内外面ともに横位のナデ

を施すが，内面はその前にへうナデされている。焼成は良好で

ある(Fig.16)。その路線を新たに掘削深度120cmで3カ所(A

34

A地点

B地点

C地点

D地点

E地点

b地点

c地点

2I

I
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IV立会調杏

bACDEb
B路線b

l：表土・批乱層。

2：黒褐色10YR2/2砂質シルト。0.5～5cm大のパミスまじり。
下部より土器片多数出士舎

B路線A

1：表土・撹乱届
2：茶褐色土屈パミスまじり。

B路線C
1：表土・撹乱層
2；褐色・黄褐色土層。パミスまじり。

B路線，
1：表土・撹乱層。

2：黒褐色2.5Y3/2シルト層。2-5cmのパミスまじり（多)。
3：黒褐色2,5Y3/1シルト層。にぶい黄色2.5Y6/4粗砂・パミスまじり。
4：暗灰黄色2.5Y4/2シルト層。粗砂・パミスまじり（多)。
5：黒褐色10YR2/2シルト層。km大のパミスまじり（少)。

B路線E
1：表土・撹乱層。

2：黒褐色10YR3/1砂質シルト届。パミスまじり。
3：黒色7.5YR2/1シルト層。パミス・粗砂まじり。
4：粗砂層。パミスまじり。

C路線b

l：表土・撹乱層。

2：灰黄褐色シルト層。締まり悪い。土器小片2点出土。
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Fig.152011-A柱状図

一
ー 一

ノ

～C地点）確認したが,A-B地点で時期

不明の土層が確認された。B地点は掘削部

底面の一部に遺物包含層が確認された。こ

れらの地点では無文胴部小片を中心に，古

墳時代の土器片が数点出土している。，．E

地点も120cm深度で掘削したが，地表下

40cmで古墳時代の遺物包含層が確認され

た。土器も無文胴部小破片を中心に11点

出土した(Tab.5)。

C路線では.a地点を110cm,b地点を

80cm,c・d地点を85cm深度まで掘削し

た。b地点以外は撹乱されており.b地点

において地表下70cmから水田層が確認さ

れた｡無文胴部小破片が2点出土している。

D路線では,a地点を80cm,b～d地

点を85cm深度まで掘削したが，全て撹乱

されていた。

E路線は擁壁つけかえ工事に伴う調査で

あったが，全て撹乱されていた。

1

17

0

峠

Fig.162011-A遺物(1/3)

10Cm

17

PL.382011-A遺物

2011-C医科外来棟前外来患者用駐車場工事・外灯設置(Fig.3)

調査地点桜ケ丘団地E～F-3～5区

調査期間2011年4月20日

調査担当鹿児島市教育委員会上村俊洋

埋蔵文化財調査室寒川朋枝

医学・歯学部附属病院外来棟前の駐車場に外灯を設置する工事が行われた。該当箇所は4カ所で，掘削深
度130cmまで掘削したが，全て撹乱されていた。遺物も得られていない。
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IV虻会調査

2011-D駐車場整備工事・外灯設置(Fig.3．17)

調査地点桜ケ丘団地C-4．5区

調査期間2011年5月20日

調査綱当鹿児島市教育委員会野遷盛雅

埋蔵文化財調査室中村直子

医学・歯学部附属病院駐車場において，外灯を設置する工事が行われた。掘削

ルートに沿って，8か所で調査を行なった。

Al．2地点は，掘削深度60cmであったが，地表~ド25cmドよりアカホヤ火山灰，

縄文時代早期層などが確認された。風倒木のための層位横転が各所で確認される。

A2地点は東側に傾斜する旧地形のため，アカホヤ火山灰が厚く堆積している。

B地点は,掘削深度80cmであるが,地表下20cmより包含層等が検出された。C・

D地点もほぼ同様である。

E地点は,E3地点は,掘削深度130cmであり,地表下20cmよりサツマ火山灰層，

100cm下位よりチョコ層が確認された。

各箇所ともに遺物は得られなかった。

2011-F総合研究博物館常設展示室散水栓設置工事(Fig.2)

調査地点郡元団地F-4区

調査期間2011年7月11日

調査担当鹿児島市教育委員会末吉広海

埋蔵文化財調査室寒川朋枝

総合研究博物館常設展示室近隣で，散水栓を埋設する作業を行なった。地表下

35～50cmの浅い掘肖IJ工事であり，全て撹乱されていた。遺物も得られていない。

B1E3

1

GL-50〔、

2

GL-100〔、

3

GL･150〔、

B1

1：表土・撹乱層。

2：アカホヤ火山灰層．

3：灰褐色砂質シルト届（縄

文早期屑とサツマ火山灰

のまじり土)。
4：サツマ火山灰層。

E3

1：表土・撹乱層。

2：サツマ火山灰届。

3：チョコ届｡

Fig.l72011-D柱12011-D柱状図

2011-G基幹整備（エネルギー管理設備等）工事(Fig.3)

調査地点桜ケ丘団地E～0-4～10区

調査期間2011年9月6日

調査担当鹿児島市教育委員会野逼盛雅

埋蔵文化財調査室寒川朋枝

基幹整備にかかわる掘削工事が行なわれた。①．②地点ともに地表下80～85cmまで掘削したが，全て

撹乱胴であった。遺物も得られていない。

2011-H基幹整備（エネルギー管理設備等）工事(Fig.2．18．19,PL,39,Tab､6-7)
調査地点郡元団地B～T-3～13区

調査期間2011年8月30日,9月6～8．14．27-29日,10月3．5．6．8．15-25日

調査担当鹿児島市教育委員会末吉広海

埋蔵文化財調査室寒川朋枝・中村直子

基幹整備工事に伴い，郡元キャンパスのほぼ全域にわたって掘削工事が行なわれた。

農学部実習地周辺では,1．2地点で80cmの深度,3～7．9～11地点において70cmの深度まで掘削

した。その結果,1．2地点において水田層の堆積,6地点で一部水田層が確認された。残りの地点は全て

撹乱されていた。

教育学部周辺では，①．②．④。⑪地点は掘削深度70cmまで全て撹乱されていた。③。⑤地点では地表

下15～22cmが撹乱されているものの，その下位は水田層が確認された。遺物は得られていない。⑨地点

は水田層下位に遺物包含層らしきシルト層が確認されたが，遺物は無文胴部1点と石材のみの出土である。
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126③⑤⑨⑩いab<7><10><13><X>

1a 1

２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

1

1b

3
GL･5Ⅸ、

2

1

1：表土・撹乱届。

2：灰黄褐色10YR5/2シルト。鉄分をまばらに含む。

3：明黄褐色10YR6/6シルト。鉄分を含む（多)。
4：灰黄褐色10YR6/2シルト。鉄分を含む。バミス（少）まじり。

2

1：褐灰色5YR4/1シルト層。鉄分を含む（少)。

2：にぶい赤褐色5YR4/4シルト届。筋状に鉄分を含む（多)。
3：灰黄褐色10YR6/2シルト屑。鉄分を含む(少)。

6

1a：表土・撹乱層。

1b：オリーブ黒5Y3/1シルト屈。

2：明黄褐色10YR6/6シルト届。鉄分を含む。

GL-1欧、

い

1：表土・撹乱屑。

2：灰褐色7.5YR5/2シルト届。バミスまじり。

a

l：表土・撹乱層。

2：栂色7.5YR6/6シルト届。

3：椴色7.5YR6/8シルト届。

4：褐色7.5YR4/4シルト届。

b

l：表土・撹乱届。

2：褐灰色7.5YR6/1シルト．バミスまじり（少)。
3：檀色7.5YR6/8シルト届。砂まじり。

4：褐色7.5YR4/4シルト届。

5：黒褐色7.5YR3/2シルト届。上面に固避した鉄分がまばらに分布。

''国;’

1：表土・撹乱届。

2：灰黄褐色10YR5/2シルト屑。

3：にぶい黄槌色10YR6/4シルト屑。鉄分を含む（多)。
4：明黄褐色10YR6/6シルト回。

5：褐色10YR4/6シルト屑。鉄分を含む。

6：明黄褐色10YR6/8砂屈。

'⑤

1：表土・撹乱屑。

2：灰黄褐色10YR6/2シルト屑。白色小磯を含む。

3：にぶい黄橿色10YR5/4シルト届。鉄分を含む。白色小磯を含む。
4：黄櫓色10YR7/8砂屈。

5：褐色10YR4/6シルト届。鉄分を含む。

6：黒褐色10YR2/2シルト届。

⑨

1：表土・椀乱屑。

2：明褐灰色7.5YR7/2シルト屑。

3：桓色7.5YR6/6シルト掴。鉄分・砂・白色鴎まじり。

4：褐灰色10YR5/1シルト届。鉄分を含む。

5：黒褐色10YR2/2シルト届。土器片1点出土。

”

1：表土・撹乱層。

2：明褐灰色10YR7/2シルト屑。

Fig.182011-H柱状図

＜7＞

1：表土・撹乱届。

2：黄褐色10YR7/8シルト屑。バミスまじり（少)。
3：にぶい黄檀色10YR5/3シルト届。

4：褐灰色10YR6/1シルト歴。鉄分を含む。

＜10＞

1：表土・椀乱屈．

2：褐灰色10YR6/1シルト届。鉄分を含む。

＜13＞

1：表土・撹乱届。

2：川砂。

え

1：表土・撹乱層。

2：明黄褐色2.5YR6/8-7/4.にぶい黄檀色10YR7/3砂屈。土器小片含む。
3：にぶい赤褐色5YR5/3，灰黄褐色10YR6/2細砂層。上部より土器多皿出土‘』

⑩地点は掘削深度50cm下位に水田層らしきシルト層が確認された。⑥．⑧地点は掘削深度70cmまで撹

乱されていた。あ地点では，地表下70cmまで撹乱されていた。い地点では，掘削深度69cmまで撹乱さ

れていたが，底面に水田層らしきシルト層が確認された。郡元南食堂東ルートでは，ほとんどが既設配管に

よって撹乱されていたものの，一部にプライマリーな層が残存していた(a．b地点)。その地点においても

地表下47～60cmが撹乱されている。

郡元北l地区では,<1>～<13>

地点を地表下70cmまで掘削したが，ほTab.62011-H遺物出土状況
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Fig.192011-H出土遺物(1/3)

で撹乱されていたが，それよりも下位に均一な砂届が確認され，川砂ではないかと考えられた。各地点とも

に遺物は出土していない。え地点では,80cm深度まで掘削したが，地表下46cmまで撹乱されていた。そ

れより下位には粗砂･細砂からなる砂廟が堆積しており,2．3層より比'I唆的多数の土器片が得られた(Tab.7)。

図化した土器は，全て成川式土器である(Fig.19-18～21)o18は占墳時代前期に該当する東原式護の口
縁部であり，口縁端部が丸みを帯び，口の開く外反口縁である。外而は斜位のハケ調整の後，丁寧に横ナデ

によりハケメを消している。19も東原式饗の口縁部であるが，整調なつくりで，口縁端部はハケにより面

Tab.7立会調査出土遺物観察

捌繋

内
K()．コード名地点師位時lUl秘式 器Ni部位 色,洲 備零

外

横へラナデー・外:にぶい赤禍5YR5/4.内:にぶい禍一条突併172011-AB路隷b2T.'『埴成川式(東原式:)n横ナデ
横ナデ7.砧I弱,'.'に緬似

斜ハケ→横ナ横ナデ外:灰茂描l0YR4/2,内:慨7.5YR6/6'82011－11え‘ドI^峨成川式(束脈式）猟【』デ

縦ハケー横ハ斜へラナデー･外:にぶい禍7.5YR5/‘l'内:にぶい慨外:煤付禰1'.lL'OIIIIX_3/i噛成川犬i'm.tK.)%i1
ケ横-ﾅｰﾃﾞ7.5YRO/4

l:縦へラナデ’上:縦へラナデ，外:にぶい戯催lOYR6/･Iに顛似'内:に中空脚2(）2()11－11え3,1,-順成川式蝋脚
ド:柵ナデ下曹横ナヂぷい俺7.5YR6/4に瀬似

外:にぶい伐褐IOYI{53.内;にぶい燈一条刻目突術(則み内に
7.5YR6/‘I術目圧痕）

21201111え3812.噸成川式 突僻縦ナデ機ナデ
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『

18 19

20

21

22

PL.392011-H出十遺物

取りし，方形状を呈する外反口縁である。外面は縦位のハケ調整後，横位のハケ調整を施す。内面は斜位の

ヘラナデ後，枇ナデしている。20は饗の中空脚部で，接地面にむかってやや開く。内外面ともに縦位のヘ

ラナデ調整後，端部を横ナデしている。21は壷の突帯部である。一条の斜位の刻目を連続させるが，刻11

内に布目圧痕が残される。

22は台石が破損したものとみられる。表面と上部に使用による磨面が確認できる。裏面は光沢が生じ，

土鰹の鉄分が一而に付着しているが使用されていない。硬質砂岩製。

2011-1海洋土木工学科棟等便所改修工事(Fig.2)

調査地点郡元団地』．KII．12区

調査期間2011年12月5日

調査担当鹿児島市教育委員会上村俊洋

埋蔵文化財調査室寒川朋枝

海洋土木工学科棟に隣接して，既掘管部の横に配管を新設する工事が行なわれた。地表下45～50cmま

で掘削したが，配管新設予定部も撹乱されていた。遺物も得られていない。
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2011-』基幹整備（木質バイオマスボイラ設備）工事(Fig.3．20）

調査地点桜ケ丘団地F-10区

調査期間2011年11月14．15日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之

基盤設備工事に関連して，バイオマスボイラに入室する共|司溝設営箇所の掘削工事が行なわれた。同箇所

は2011-3基幹設備工事に伴う発掘調査C地点に東接する。A地点は掘削深度170cm,B地点は掘削深度

190cmであるが，地表下160cmまで撹乱されていた。A地点では2層にアカホヤ火山灰,B地点では2

1画にクロボク士が確認され，西から東へ傾斜する旧地形であると判断された。C地点は既存のバイオマスボ

イラ除去後の壁面を精査し,225cmの深度まで土層が確認できた。同地点では地表下70cmで旧耕作土が

確認され,165cmで削平されたアカホヤ火山灰が確認されている。遺物は得られていない。

2011-K難治ウイルス病態制御研究センター非常電源幹線工事(Fig.3．20）

調査地点桜ケ丘団地1-8区

調査期間2012年1月26日

調査担当鹿児島市教育委員会末吉広海

埋蔵文化財調査室中村直子

難治ウイルス病態制御研究センターにおいて，低圧電力管路の埋設工事が行なわれた。配管ルートで2か

lﾘ↑の確認を行なったが，地表下30～45cmまで撹乱されていた。それより下位はアカホヤ火山灰であり，

一部，風倒木による層位横転が確認できた。遺物は得られていない。

ABABC AB

¥̂GL-50cm

1

1

’
２
’
３

GL･50cmGL･5km

2
1：表土・撹乱屑。

2：アカホヤ火山灰届。

3：縄文早期屑。 ４
’
５
一

32011-K

GL-1砥、 GL-1”〔、

4
6

A

1：表土・撹乱届。

2：灰黄褐色(10YR5/2)シルト届。
3：明黄褐色(10YR6/6)シルト層。マンガン多く含む。
4：灰黄褐色(10YR5/2)シルト層。筋状マンガン含む。
5：灰黄褐色(10YR4/2)シルト層。筋状マンガン含む。
6：灰黄褐色(10YR4/2)砂屈。小磯を含む。

B

1：表土・撹乱届。

2：灰黄褐色(10YR4/2)シルト層。マンガン含む。A地点の3．4層対応か。
3：灰黄褐色(10YR4/2)シルト届。マンガン少量含む。A地点の5屑対応か。
4：灰黄褐色(10YR4/2)シルト層。細砂まじり。

GL-150〔、

A・B

1：表土・撹乱層。

2：クロボク土屈。

3：アカホヤ火山灰価。

C

1a：コンクリートトラフ

1b：旧耕作土。

3：アカホヤ火山灰層．

GL･2”〔、

2011-L

2011-」

Fig.202011-｣。K・L柱状図
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2011-L稲盛会館外壁改修工事(Fig.2．20)
調査地点郡元団地L-12区

調査期間2012年2月1日

調査担当鹿児島市教育委員会末吉広海

埋蔵文化財調査室寒川朋枝

稲盛会館外壁改修工事に伴う側満付け替え工事が行なわれた。外部への出入り口予定箇所を挟んでA・E

地点とし，土層確認を行なった。A地点では掘削深度125cm,B地点では掘削深度120cmをはかり，両地
点ともに地表下40～50cmまで撹乱されていた。その下位に水田層らしき土層が確認されたものの，遺物
は出土せず，時期については不明であった。

まとめ

平成23(2011)年度立会調査は，鹿児島大学構内遺跡郡元団地がメインとなり，ほぼキャンパス全域で

調査が行われた。安定して遺物が得られたのは,附属小学校地点(2011-A.B路線),工学部建築学科地点（え

地点）である。遺物は古墳時代前期の東原式土器や台石などが得られている。その他の地点は，土層は良好

に残っている箇所は多いものの，遺物が得られていない。脇田亀ケ原遺跡桜ケ丘団地においても，良好な上
屑の確認はできたが，遺物などは得られなかった。

郡元団地教育学部敷地内は，附屈中学校を中心として古墳時代の集落跡と推定されているが，附属小学校

地点(2011-A．B路線）周囲にもその範囲が及ぶ可能性がある。渡り廊下部分であるため，工事による掘

削が及ばなかったものであろう。今後の工事では慎重な対応が必要である。工学部建築学科は，弥生時代～

古墳時代の河川跡付近に位置し，その周辺には同時期の水田層も想定されている箇所である。引き続き慎埴

な調査を行なっていきたい。
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PL.442011-D8地点（北西より）

PL.462011-DE3地点（北より）

PL.482011-H1地点

PL.502011-H2地点
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PL.452011-DBl地点北壁

PL.472011-DE3地点西壁
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PL.492011-H1地点土層

PL.512011-H2地点土層

u◆己

鞠
~

端

蕊
bq



iV立会洲杏

~『糞

､込砥

回り側

一

，

PL.522011-H6-7地点付近 PL532011-H6地点土層

＝

ー

PL.542011-H③地点 PL.552011-H③地点±層

PL.562011-H⑤地点 PL.572011-H⑤地点土層

PL582011-H⑨地点±層 PL592011-H⑨地点士層
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PL672011-H<7>地点 PL.682011-H<7>地点土層

PL692011-H<10>地点 PL.702011-H<10>地点土層

PL.7120n-Hえ地点

■暦,色

PL.732011-Hえ地点3層士器出土状況PL.722011-Hえ地点土層
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PL.802011-K(東より） PL.822011-KB地点北壁

PL.832011-LA地点（東より） PL.842011-LA地点西壁

PL.852011-LB地点（北より） PL.862011-LB地点西壁
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V嬢PI!VIPI行Ⅶ保管

V整理

平成22(2010)年度の報告書第7集の掲載予定である，平成20．21(2008.2009)年度桜ケ丘団地

'I'央機械棟工半・新病棟建設工事に伴う発掘調査(2008-1.2009-4)遺物の実測・トレース，同年刊行予

定の年報26掲栽予定であった平成22(2010)年度の試掘調査遺物(2010-2-3)・立会調査遺物(2010-A

-I)の洗浄・注記・実測・トレースを行なった。

また，昭和51(1976)年度理学部2号館増築予定地（釘田第8地点）発掘調査(1976-1)遺物の洗浄・

注記を行なった。

VI刊行

平成20年度発掘調査報告(2008-1)を掲栽した「鹿児島大学埋蔵文化財調査報告書第7集」ならび

に平成22年度の発掘調査概要報告(2010-1),試掘調査報告(2010-2．3),立会調査報告(2010-A～I)

その他事業を掲載した「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報26」を刊行した。

E旬回唖毎■合一亜ロロ■■■､■■『■

鹿 児島大学揖内遺跡

桜ケ丘団地F・G-10区
（中支宜捜■）

詞12年3Ⅱ

鹿児島大学埋臼文化財劃倣禰

PL.87調査報告書第7集

鹿児島大学埋蔵文化財圏壷室年報

26

、if成型年度

鹿児島大学照麓文化財劉従輔

”1Z年抑』

PL.88年報26

Ⅶ保管

毎年実施している遺物保管作業として，平成23(2011)年5．6月に遺物収蔵状況確認を10か所（総

合研究博物館は除く）で行なった。また，工・実験工場，理工・廃液処理室に保管してある木製品保管水槽

の水替えを平成24(2012)年3月26～29日の期間で行なった。

膨大な理学部2号館増築予定地（釘田第8地点）の遺物資料は，理工系総合研究棟地下1階で分類・注

記作業を行なっていた。しかしながら地下には険がかなり堆積しており，照明は暗く，作業だけでなく作業

者の健康も害する可能性のあることから，平成23(2011)年6月3～7日にかけて地下室の水洗洗浄作

業を行なった。その後も整理作業を継続していたものの，梅雨時期に多量の水滴が遺物コンテナに溜まるこ

とが分かり，遺物そのものや遺物緩衝材にカビが発生している事態，水槽に蚊が発生していることなどを受

け，作業や遺物保管に不適切である現状を埋蔵文化財調査委員会から本学施設部に訴え，理工学部との協議

を行ない，理工系総合研究棟5階の研究室を借り受けることができ（3年間)，平成23(2011)年12月8
日，遺物の移転作業を行なった。

また，整理作業室として借り受けていた農学部共同利用棟の部屋が，｜日サークル棟建直し工事のため，各
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